




Junior high school teachers' help-seeking process on supporting students
with possible developmental disorders










 This study aims to explore the junior high school teacher’s help-seeking process on supporting students with 
possible developmental disorders, and to find out factors which facilitate or inhibit the process. Eight junior high 
school teachers were interviewed using our semi-structured interview guide. We concluded that the process took 
four steps: “problem awareness,” “ support assessment,” “problem solving ability,” and “request for help-seeking.” 
Among these steps, most teachers experience difficulty to assess the necessity of support. Accumulation of 
requests for help-seeking will lead to the decision-making in the school.
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Ⅰ．背景と目的
１．特別支援教育への転換と体制整備の現状
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は男性 27 名、女性 16 名で、年代別では 20 代 3 名、







































































































































































　なお、手順 （3） ～ （6） については、筆者 2 名と大学












ブカテゴリーを〈 〉、ラベルを “ ” で表記した。なお、





















































































などの痛みに過剰に反応し “ パニック ” を起こしやすい生徒
がいた。あるとき保護者から子どもに発達障害の “ 検査が
必要か ” と相談された【問題の気づき】。しかし、対象生徒







となり、進級後も “ パニック ” などの行動特徴が見られたが、
嵯峨麻美・細越久美子
− 31 −
　中学 1 年生のクラス担任になった際、“ 集中できない ” と
いう特徴が見られ、発達障害の可能性が疑われる生徒がい
た【問題の気づき】。毎回の授業で定期的に声をかけ注意を
促さないと “ 集中できない ” ことから自分自身が指導上の困
り感を抱いたが、授業を妨害したりコミュニケーション上
の問題は見られなかったため、“ ちょっと気になる ” 程度の
困り感であった。また、対象生徒よりも深刻な問題行動が
見られる子どもが “ 他にもいる ” 状況であったため、特別支
　中学 2 年生のクラスの担任になった際、著しく勉強を苦








時期に、対象生徒本人から “ 低学力 ” であることを悩んでい
ると聞き【問題の気づき②】、対象生徒が “ 進路 ” に対する
困り感を抱えていることがわかった。しかし、勉強を苦手








しまうなど “ 言動の幼さ ” が見られる生徒がいた【問題の気
づき】。しかし、その行動特徴について対象生徒本人が気に



































































ち、自分の行動特徴に “ 自覚がない ” 様子であったため、厳
しい態度で指導することで対象生徒の学習能力を養おうと
努めた。また、同学年内教職員より対象生徒の行動特徴に





　その後 3 年間、対象生徒が在籍する学級を担任した。3 年




も困っている ” 状況であった。また、自分自身も 1 年生の
頃から対象生徒への指導を試行錯誤してきたが上手くいか












しても “ 見守ってくれる ” 状況であった。一方、対象生徒の
行動特徴が顕著であったことから、他教職員より対象生徒
の行動特徴によるトラブルについて度々 “ 報告された ”【要
支援かの査定】。それらを受け、まず学年主任とトラブル発
生時の対象生徒への対応策について話し合い、次に職員会
議の場で全職員に対し、対象生徒への “ 対応を統一する ” た
めに〈協働を求めた〉。また、学級内の生徒情報を把握する











“ こだわりの強さ ” が異様に目立ち気がかりであった。また、
忘れ物をしないことを常に意識しているにも関わらず忘れ
物をするため、激しく泣き出し止まらなくなることが度々











た課題をしないことが多く学習への “ 意欲が低い ” 特徴が見
られた。その様子について保護者に伝えたところ、保護者も
“ 子育て上の困難 ” があったとのことで、対象生徒の学校で
の行動特徴についてすんなりと受け入れ理解してくれた【問
題の気づき】。一方、対象生徒との日々の関わりや観察から
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を参考に、筆者が作成した。
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